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は　じ　め　に

　琉球列島は九州の南端から台湾にかけて大きな弧状に散在する100余の島々からなりたっている。

琉球列島は，鹿児島県の奄美諸島，列島中最大の沖縄本島も含まれる沖縄諸島，宮古諸島，そして

八重山諸島の4諸島に大きくまとめられる。

　琉球列島は亜熱帯気候条件下にあり，年平均気温が，奄美大島の名瀬で21．6℃，沖縄本島の那覇

で22．1℃，西表島祖内で23．3℃をかぞえる。年間降水量は1900～3200mmであり，年次による降

水量の変化は著しい。

　琉球列島の植生は，ヤブツバキクラス域（常緑広葉樹林帯）にまとめられる。沖縄本島北部，西

表島などラテライト化した砂岩，頁岩上はケナガエサカキースダジイ群集，オキナワウラジロガ

シ群集，オキナワシキミースダジイ群集などリュウキュウアオキースダジイ群団にまとめられる植

生が広い面積を占める森林植生である（宮脇他1971，1974）。リュウキュウマツ林の大部分は，

二次林あるいは植林として生育がみられる。隆起サンゴ礁，琉球石灰岩を基盤とする立地は沖縄本

島南部，宮古島などに広くみられ，ナガミボチョウジークスノハカエデ群団にまとめられるヤブツ

バキクラス林が森林植生として大きな広がりをなしている（Miyawaki＆K．　Suzuki　1976）。

　1970年10月の西表島，沖縄本島の現地植生調査以来，筆者らは10数回に及び琉球列島の植生
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調査を実施した。調査結果はIBP－　CTの1970年度報告，1971年度報告を始め，順次報告を行

ってきた。組成表の作製，他地域との比較検討の結果新たに明らかにされた琉球列島の植生単位も

少なくない。

　琉球列島の植生を特徴づけるものとしてリュウキュウマツ林がある。このリュウキュウマツ林の

植生学的研究はほとんど行なわれていない。今回，北は奄美諸島から南の八重山諸島まで各島のリ

ュウキュウマッ林の現地植生調査資料が収集され，植生学的解析がなされたので報告する。

　現地調査ならびに本報をまとめるにあたり横浜国立大学教授宮脇昭博士の御教示，御指導を賜わ

った。本植生調査資料の大部分は，筆者も参加した同学環境科学研究センター植生学研究室の琉球

列島植生調査資料によった。植生調査に参加された同研究室および琉球大学の皆様の好意に感謝し

たい。

調 査 法

　1970年以来，十数回に渡って，琉球列島の各島の植生調査が行なわれた。本報告では奄美諸島，

沖縄諸島，宮古諸島，八重山諸島に広く生育しているリュウキュウマツ林が調査対象とされた。調

査は現在広く国際的に用いられているBraun－Blanquet（1964）の全推定法によって行なわれた。

相観的に均質で立地条件がほぼ均一と判定され，最小面積を有する林分が選定され，植生の各階層

別の出現種のリストアップと量的測度および質的測度（群度）が与えられた。

　野外で得られた植生調査資料は，室内作業によって素表，常在度表，部分表を作製し，最終的に

群落組成表が完成された。

リュウキュウマツの地理的分布

　Pinus　lutchuenSts　Mayr（1834）リュウキュウマツは，奄美諸島から沖縄諸島，宮古諸島，さらに

八重山諸島に及ぶいわゆる琉球列島に広く分布し，森林を形成している。リ＝ウキュウマツは琉球

列島で唯一のマツ科植物である。その天然分布の北限は鹿児島県トカラ列島の悪石島（北緯29°29’）

であり（林1969），沖縄県南端にあたる八重山諸島まで生育域が広がっている。琉球列島に生育

域をもつリュウキュウマツに対応して，本州，四国，九州などに生育するアカマツの分布の南限は

屋久島（北緯30°20’）であり（Masamune　1934），クロマツの分布の南限はトカラ列島の宝島

（北緯29°03ノ）である（吉岡1958）。
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リュウキュウマツは，表層土壌の堆積がほとんどみられない乾生向陽地に自然林を形成する。奄美

大島，沖縄本島北部，西表島など赤褐色に明るくラテライト化した砂岩，粘板岩などを基盤とする

立地では，コシダ，リュウキュウキクなどが林床に高被度に繁茂しているリュウキュウマツの亜高

木，低木林が二次林として生育し，ギョクシンカースダジイ群集などスダジイの優占する常緑広葉

樹の二次林に限られた被度，群度でリュウキュウマツの混生をみる。また琉球列島では，リュウキ

ュウマツ植林が最も一般的な植林として行なわれている。琉球列島では，古くから台風などにそな

えた防風林としてフクギ，テリハボク，イスノキを中心に植栽されてきており，現在はソウシジュ

Acacia　confusa，モクマオウc鋤励％equisetzfoliaなどの外来樹種の植林も行なわれている。

群　落　区　分

　北は奄美大島から喜界島，徳の島，沖永良部島，与論島，沖縄本島，宮古島，石垣島そして西表

島まで琉球列島に生育するリュウキュウマツ林について64地点で植生調査が行なわれた。　自然林

として生育する林分から二次林，植林まで広くリュウキュウマツ林の植生調査資料が得られた。室

内作業によって群落組成表の作製，他の群落単位と比較・検討の結果，2群集1群落が区分された。

同時に4亜群集3下位単位も下位区分された。

1．サキシマツツジーリそウキュウマツ群集

Rh・d・d・ndr・aman・i－Pin・tum　lut・huensis　asr〔n°v・（表一　1’図一1）

　サキシマツツジーリュウキュウマツ群集は，自然植生あるいは自然植生に準じる自然度の高いリ

ュウキュウマツ林である。植生調査資料は八重山諸島の西表島船浦川上流の向陽の尾根筋などで4

地点得られた。ラテライト化した砂岩頁岩が赤褐色に露頭しており，表層の土壌の堆積もほとんど

みられぬ乾生立地となっている。15～10mの高木層には被度・群度4・3でリュウキュウマツが

優占し，高木第2層あるいは低木層にスダジイ，シマトネリコ，シャリンバイ，タブノキ，シバニ

ッケイ，アカテツなど常緑広葉樹の生育を多くみる。高さ1～0．8mの草本層はススキ，コシダ，タ

カワラビなどが比較的高い被度の生育をみせている。

　サキシマツツジーリュウキュウマツ群集は，リュウキュウマツ，サキシマツツジ，アデク，ホウ

ライカガミ，ハマサルトリイバラの生育によって標徴および区分される。出現種数は26～44種と

林分による差が著しい。出現種にはヤブッバキクラスにまとめられる常緑広葉樹を中心に，アカメ

ガシワ，ハゼノキ，カキバカンコノキなど夏緑広葉樹やススキ，ササクサ，オオバチヂミザサなど
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草本植物が比較的高い常在度で生育する。サキシマツッジーリュウキュウマツ群集は，尾根筋の貧

養乾生な向陽斜面を生育地とし，多くの降水があると土砂の移出をみる立地である。したがって，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
隣接するより安定した立地ではケナガエサカキースダジイ群集など常緑広葉樹林が自然植生として

生育する。

　サキシマツツジーリュウキュウマツ群集は，以下の2亜群集に下位区分される。

（i）ホウビカンジュ亜群集

　ホウビカンジュ亜群集は，リュウキュウガキ，ヤンバルアワブキ，ホソバタブ，ホウビカンジュ

を区分種とする。船浦川に接した大きな凸状の向陽地に生育し，リュウキュウガキ，ホウビカンジ

ュ，ヤンバルアワブキなどナガミボチョウジークスノハカエデ群団の種が特徴的に生育する。

（ii）スダジイ亜群集

　リュウキュウアオキ，スダジイ，オキナワサルトリイバラ，ススキが区分種として生育するのが

スダジイ亜群集である。スダジイ，リュウキュウアオキ，モッコク，イヌマキなどリュウキュウア

オキースダジイ群団にまとめられる常緑広葉樹が限られた被度であるが侵入生育し，林床まで多く

の日射が及ぶためススキ，コシダなどが特徴的に繁茂する。

？5、・
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潤ﾌ

　o丙ｽ・ヅ O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

ｸ　壱・　　　　　ず ●．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K図1　サキシマツツジーリュウキュウマツ群集の調査地分布図

2．コゴメスゲーリュウキュウマツ群集

　Carici　brunneae－Pinetum　lutchuensis　ass．　nov．　（表一2，図一2）

　コゴメスゲーリュウキュウマツ群集は琉球列島に広く生育するリュウキュウマツの二次林であり，

一部に植栽後の管理がほとんど行なわれていない植林も含まれる。25mをこえることもある高木層

にはリュウキュウマツが被度3～4で優占し，亜高木層あるいは低木層にはモクタチバナ，シシア

クチ，シャリンバイ，ヤブニッケイ，ヒメユズリハ，スダジイなどヤブツバキクラスの種（常緑広

葉樹）を中心に植被率80～30％で生育する。高木層を形成するリュウキュウマツの生長が早いた
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表1． サキシマツツジーリュウキュウマツ群集

Rhododendro　amanoi　－　Pine七um　lutchuensis

Nr．　d．　Aufnahme：
GrbB。　d．　P。。b。fla。h。（m2）：

H6　he　U．　Meer　（m）：

Exposi七ion：
N・igung（°）・

H6he　d．　Baumschich七一1　（m）：

Deckung　d．　Baumschich七一1　（o／o）：

H6　he　d．　Baumschicht－2　（m）：

Deckung　d●　Baumschicht－2　（％）‡

H6he　d．　S七rauchschicht　（m）：

Deckung　d．　Strauchschicht　（％）：

H6　he　d．　Krautschicht　（m）：

Deckung　d．　Krautschicht　（％）：

Ar七enzahl：

　　1

200
80
　SW
　　5

15
60
　　8

80’

1．0

40
38

　　2　　3

200　225
80　　80
　　S　　NE

20　　50

10
60
　　4i，

30
1．0

80
26

10
60

1．0

50
28

　　4

150
75
NE
　20

　12

60
　　8

30
　　5

40
0．8

40
在5

Kenn－　u．　Trennar七en　d●　Ass．　u・　Verb．：

Pinus　lu七chuensis

Rhododendron　amano　i
Syzygium　buxifolium

　　Parsonsia　laeviga七a
　　Smilax　sebeana
　　Dicranop七eris　linearis
Trennarten　d●　Subass．：

リュウ千ユウマツ

サ千三ノマツヅリ1

アデラ

ホウラィカ走
ハマV，？Vトリイパ！ラ

コシタ

Diospyros　mari七ima

L　Meliosma　rhoifolia
　　Persea　japonica
　　Nephrolepis　biserra七a
Trennarten　d．　Subass．：

Cas七anopsis　sieboldii

リュウキュウガ」ト

魏i㌘

Psychotria　rubra

　　Smilax　china　var．　kuru

　　Miscan七hus　sinensis
Beglei七er：
　　Persea　thunbergii

Cinnamomum　doederleinii

Planchonella　obovata

Raphiolepis　indica　ssp．　umbellata

Ardisia　quinquegona

Pi七hecelobium　lucidum

Mallo七us　japonicus

Rhus　succedanea

｜　Lophatherum　gracile
　　Pi七tosporum　七〇bira

　　Garcinia　subelliptica

工1ex　mu七chagara

Fraxinus　griffi七hii
Oplismenus　compositus　var．　pa七ens

Anodendron　affine
Psychotria　serpens
Glochidion　zeylanicum
Osman七hus　marginatus
P七eris　semipinna七a
Cibo七ium　barome七z

Wendlandia　formosana

Diospyros　japonica
Ternstroemia　japonica
Podocarpus　macrophylla

ス助拓

リュウキュウアオキ

オキナワサルトリイパラ

スス千

タカキ

シバヒッケィ

ア1〕テツ

：」？リヅパ’f

シ：」アクチ

ア加少千

アカメ施ワ

ハpJン千

サ塑サ
占∋ネ

　　B－1

　　B－2

B－2・S

B－2・S

－　　　　K
　　　　K

　　　　K

　　　　K

B－2
　　S

B－2

B－2

　　K

　　B－2

　　　　S

　　　　K

B－2・S

　　　　K

　　　　K

　　　　K

　　B－2

　　S・K

　　B－2

　　　K

　　B－2

　　　　K

B－2・S
　　　　K

B－2・S

　　　　K

　　B－2

　　　　K

　　B－2

　　　　K

B－2・S

4・3

　●

十

●

十

十

ムッチャがラ

瓢〉翠ザy

サカ干力石，

宕皐認］ラキ

嚢；㌍

シナノ肝

モツコク

イヌ井

2・3

　十

　十

　十

2・2

●

●

●

●

■

●

1・1

　十

十

十

十

十

・　　・　　4・3

4・3　4・3　　・

2●2　2●2　＋・2
●

十

十

　●

4・4

●

●

●

●

＋・2

　十

　十

●

十

十

十

●

●

●

■

■

●

1・2

十

十

　十　　　　十

　十　　　　十

2・3　2・3

十

十

十

　　　　K

　　　　K

B－2・K

　　B－2

　　　　S

B－2・S

B－2・S

　　　　K

　　　　K

　　　　K

　　S・K

　　　　K

　　　　K

　　　　K

　　　　S

　　　　K

　　　　S

B－2・S
　　　のB－2・S

十

＋　　＋・2

　十　　　　十

2・3

十

　■

1・2
　十

　十

3・3

十

　十

1・2

十

十

十

十

●

●

　十

　十

一
　●

1・2
　十

’十

　十

　十

2・3

　十

　十

　十

■

●

◆

●

●

●

1・2

　十

　十

十

●

十

十

十

十

十

十

●

十

●

十

十

十

十

●

●

十

－十

●

■

●

十

●

　十

2・2

十

十

■

●

十

十

●

●

十

十

1・2

　十

A・Berd・・je　einm・・iO　A・fnahm・N・．・・D・yp・tes　karapinen・i。ツゲCナT　B．2・，　K。，

Neolitsea　sericeaiヅロタモi　B－2＋，　Elaeocarpus　sylvestr・isボルトノキ．，　B＿22・1，

K＋・Vittaria　flexuosa　iシシラこソK＋，　11ex　integraモチノ・ドK＋，

羅璽i；竃騰溝藤i∴ii⊇㌔璽竃

聾運1灘懸・曇iiii議議鞠癬　㎜
Lage　der　Aufnahmen：
Nr・　1－4　　Da七●：　13・　10．　1970　　　「Or七．：　Iriomote一工nsel　　（　A．　Miyawaki，　K．

十

十

十

十

十

十

十

●

十

／十

十

十

十

■

十

●

十

十

十

●

十

十

十

十

十

十

十

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11ex　rotundaクロ］］ネモチ

Turpinia　terna七aiiノヨウヘジノ千」－2＋，Distylium　racemosum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジB－2＋，　Sarcandra
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　andulosaヤヅパ1レア7］メri’tノワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワK＋；　　　in　2：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K＋，Elaeocarpus
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　segl｝・iniiタイ三yタチiK’）－

　　　　　　　　　　　　　　　　Liri・pe　tawadaeヤフラ；，J　K＋，　H・ya

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　4：　S七yrax

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eurya　j　aponica

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Trlcalysia　dubia

　　　　　　　　Lasian七hus　cyanocarpusタイワヅルリ三ノli（＋，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　asia七icum　var．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Breynia　officinalisオオiiノマコパ1ソノ干

　　　　　　　　　　　Carex　sociataタiシロスゲK・＋．

Suzuki　u．　H．　Harada）



め，常緑広葉樹からなる亜高木層あるいは低木層との間に空間を生じる林分も少なくない。高木層

に常緑針葉樹であるリュウキュウマツが80％以下の植被率で生育しており，下層の植物の生育は

一般に良好であり，とくに常緑広葉樹の種数は多く，被度も高い価を示している。草本層は0．8m

前後で植被率30％以下の林分が多い。

　コゴメスゲーリュウキュウマツ群集は，モクタチバナ，コゴメスゲ，イヌマキ，シマグワ，エダ

ウチチヂミザサ，シシアクチ，フウトウカズラを群集標徴種または区分種とする。構成種の多くが

常緑植物からなり，季観の変化が少ない。しかし，生長したイジュ，コバンモチ，ハゼノキなどが

秋冬季に葉を赤変させている林分も多い。

　コゴメスゲーリュウキュウマツ群集は，さらに2亜群集に下位区分される。

（D　典型亜群集

　特別の亜群集区分種をもたない典型亜群集は与論島供利，沖永良部島田皆岬，知名，大山，

喜界島平家森，百之合，山田，宮古島宮原，石垣島カーラ山などで植生調査資料が得られた林分で

ある。典型亜群集は琉球石灰岩や隆起サンゴ礁を基盤とする立地や，砂岩等の散在する立地に生育

するリュウキュウマツ林である。出現種数は八重山諸島の林分で50種を数えるが，一般に30種前

後と貧弱である。

（ii）マンリョウ亜群集

　マンリョウ亜群集は，マンリョウ，リュウキュウテイカカズラ，アデク，エダ’9チホングウシダ，

ササクサ，アマミアラカシ，サザンカとヤブランを亜群集区分種とする。奄美大島の赤崎，有良を

始め，沖永良部島和泊，大山，徳ノ島井川，徳和瀬，伊仙に生育がみられる。マンリョウ亜群集は

マンリョウ，アデク，スダジイ，ヒメユズリハなどリュウキュウアオキースダジイ群団の種が多く

生育していることからも判断されるように，非石灰岩質の砂層などを基盤とする立地を中心に生育

域をもつリュウキュウマツ林である。　　　　　・

　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　ザ　　ee．　　　　鞭

命．

匂

蹄査
蘂・鞠

eg° ﾚ　　　　　　　碑　？・・　　　　　ず

図2　コゴメスゲーリュウキュウマッ群集の調査地分布図

eo。
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3．ノボタンーリュウキュウマツ群落

　Melas　toma　c　andidum　一　P　inus　lutchue　nsis　一　Gesellschaft（表一2，図一3）

　リュウキュウマツの優占する林分の一つとして林床にコシダやリュウキュウチクが特徴的に生育

する林分がある6この林分は，コシダ，ノボタン，ワラビ，ホラシノブ，キキョウラン，ケラマツ

ッジ，ミズスギを区分種としてノボタンーリュウキュウマツ群落にまとめられる。ノボタンーリュ

ウキュウマツ群落は，乾生貧養立地に生育する二次林あるいは人間や動物の侵入が多くみられたり，

下草刈りが高い頻度で行なわれている植林である。したがって，コシダ，ノボタン，ワラビ，キキ

ョウランなど群落区分種の多くはススキクラスの種である。

　典型下位単位の一部を除き高さ10mをこえない高木層は，リュウキュウマツが優占し，植被率

60・－30％を数える。低木層は5～2mの高さで，一般に貧弱であり，植被率が20％以下の林分も

多い。低木層の構成種はギイマ，シャリンバイ，トベラ，ハマヒサカキ，クチナシ，スダジイ，イ

ヌビワなどヤブツバキクラスの種が高い常在度で生育する。草本層は，下位単位により優占種が異

るが，コシダやリュウキュウマツが高い被度で生育している。

　ノボタンーリュウキュウマツ群落は高さ10m以下のリュウキュウマッ亜高木林で，低木層に比

較的疎に常緑植物が生育し，草本層がコシダ，リュウキュウチクを中心に多くの草本植物の生育と

繁茂がみられる。林床にコシダやリュウキュウチクが高い被度で生育する林分では表層土の流出が

みられ，半自然植生としてながい期間，ノボタンーリュウキュウマツ群落が持続群落を形成する。

（i）リュウキュウチク下位単位

　高さ1m前後でリュウキュウチクが高い被度の生育をみせるのがリュウキュウチク下位単位であ

る。平均出現種数18．2種と，他の下位単位より少ない。植生調査資料は奄美大島宮古崎，大熊，沖

縄本島三原，中部などで得られており，潜在自然植生としてケハダルリミノキースダジイ群集やオ

キナワシキミースダジイ群集の生育するような非石灰岩地を中心に生育している。

（ID　典型下位単位

　典型下位単位はコシダが高い被度で林床を被っているリュウキュウマツ林である。特別の下位単

位区分種の生育がみられない。植生調査資料は奄美大島有屋，笠利～高岳，大熊，沖縄本島嘉納で

得られた。

　典型下位単位の低木層は，ケラマッツジ，シャリンバイ，ハマヒサカキなどが林分によって群生

するにとどまる。

（iii）マンリョウ下位単位

　マンリョウ下位単位はマンリョウ，リュウキュウテイカカズラ，アデク，エダウチホングウシダ，
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表2．ノボタンーリュウキュウマツ群落およびコゴメスゲーリュウキュウマツ群集

Ubersichtstabelle　d．　Melastoma　caudidum－　Pinus
Carici　brunneae　一　Pinetum　lutchuensis　〈4－5）．

lutchuensis－Gesellschaft　（1－3）　u●

Nr●　d．　Stetigkeitstabellen：
Zahl　d．　Aufna㎞en　3

Mittlere　Artenzah13

　1

13
14

　2

14
1

　3

　8

37

　4

10
33

　5

15
38

Trennarten　d．　Gesellschaft：
　　Dicranopteris　linearis
　　Melastoma　candid㎜
　　Ptericium　aquilinum　var・　latiusculu皿
　　Sphenomeris　chusana
　　Dianella　ensiflolia
　　Rh6dodendron　scabrum
　　Lycopodium　cernuurn
Trennarten　d・　Untereinheit：
　　Pleioblastus　linearis
Kenn－　u．　Tre㎝arten　d・　Ass・；

　　Ardisia　sieboldii
　　Podocarpus　macrophylla
　　Morus　australis
　　Carex　brunnea

　　Qplismenus　compositus
　　Ardisia　quinquegona
　　Piper　kadsura

Trennarten　d・Subass．：
　　Ardisia　crenata
　　TrachelosPermum　asiaticum　va「．
　　Syzygium　buxifolium
　　Lindsaea　tenera　var．　chienii
　　Lophatherurn　gracile
　　Quercus　91auca　var．　amamiana

　　Camellia　sasanqua
　　Liriope　tawadae
Kenn－　u●　Trennarten　d●　Verb・；
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図3　ノボタンーリュウキュウマツ群落の調査地分布図

’？8・

サザンカなどの生育によって区分される。典型下位単位，リュウキュウチク下位単位と比較して，

下位単位区分種を始めとしてヤブツバキクラスの種の生育が多く，出現種数も30～50種を数える。

植生調査資料は徳ノ島犬田布岳，奄美大島赤崎，名瀬大熊で得られた。

リュウキュウマツ群団

　　　　　　　　　　　Pinion　 lutchuensis　all．　nov．

　琉球列島のリュウキュウマツ林は，サキシマツツジーリュウキュウマツ群集，コゴメスゲーリュ

ウキュウマツ群集およびノボタンーススキ群落にまとめられた。これら2群集1群落は，琉球列島

の砂岩，頁岩など非石灰岩質の向陽地を中心に，自然植生あるいは代償植生（一部植林）として生

育している。琉球列島に生育するこれら2群集1群落は，リュウキュウマツ，ササバサンキライ，

ギイマ，アデク，カンコノキ，ハマサルトリイバラ，オキナワサルトリイバラ，サクラツツジ，タ

イワンヤマツッジ，サツマサンキライなどを群団標徴種および区分種としてリュウキュウマツ群団

Pinion　lutchuensis　al1・nov・にまとめられる。

　リュウキュウマツ群団は，隆起サンゴ礁や琉球石灰岩上での発達が不良で，奄美大島や沖縄本島

北部のようにラテライト化した古成層や砂層上などでは二次林として広い生育域をもっている。琉

球列島のリュウキュウマツ群団は，本州～九州に生育するアカマツ林（ヤマツツジーアカマツ群集，

モチツツジーアカマツ群集など）のまとまりであるアカマツ群団　Pinion　　densiflorae

Suz．－Tok　1953とほぼ同位の群団と判定される。
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餌

摘 要

　琉球列島を特徴づける植生としてリュウキュウマツ林があげられる。奄美諸島から八重山諸島ま

で64地点で得られたリュウキュウマツ林は以下の2群集1群落にまとめられた。

　　　1．サキシマツツジーリュウキュウマツ群集

　　　　　　Rhododendro　amanoi－Pinetum　lutchuensis

　　　2．コゴメスゲーリュウキュウマツ群集

　　　　　Carici　brunneae－Pinetum　lutchuensls

　　　3．ノボタンーリュウキュウマツ群落

　　　　　　Me　lasto〃ma　c　andidum－pinus　lutc　hue　ns　is　一　Gesellschaft

　サキシマツツジーリュウキュウマツ群集は自然林であり，コゴメスゲーリュウキュウマツ群集，

ノボタンーリュウキュウマッ群落は二次林であり，一部植林も含まれている。

　これら2群集1群落は，リュウキュウマツ，カンコノキ，ギイマ，ササバサンキライ，などを標

徴種および区分種としてリュウキュウマツ群団Pinion顕吻θ煽sに上級単位がまとめられる。
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北海道胆振東部の落葉広葉樹林
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ま　え　が　き

　1975～77年にわたり北海道の苫小牧を中心とする胆振地方東部の森林にふれる機会に恵まれ，

その一部である落葉広葉樹林についての調査結果をまとめ，ここに報告する。北海道の森林につい

ては故舘脇博士を中心とし，その一門による数多くの報告があり，筆者の一人遠山もそれに協力し

て来たが，その研究法は原生林を中心とし，その種組成を調査し，群落の区分に際して優占種を用

いて，整理している。一方近年同じ種組成的規準を用いても，その優占種でなく標徴種群で群落を

区分する研究法がわが国でもかなり多くの研究者によって用いられるようになり，その研究成果も

多数に及んでいる。自然に恵まれた北海道でも最近では人為的干渉を全く受けていない森林は年々

減少し，特に胆振地方の森林は大部分が多少共その影響を受けている。このような二次的森林を対

象に研究する場合には単に優占種だけでなく，総合表にもとずく標徴種による群落区分も有効であ

り，本報ではその手法を用いて胆振地方東部の森林調査の結果を整理した。北海道の森林植生につ

いていわゆるZM学派による研究は少なく，加藤による“北海道演習林の森林植生”と，大場によ
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